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ジェンダーに関するポリティカルコレクトネス（PC）に関して生成 AI に聞く 

 

質問１ 

男と女のこと、別の言い方をするとジェンダーに関する考え方は、時代と共に変遷し

ていると思います。それはジェンダー研究の系譜を追ってみるとわかります。その成

果は世論や法律にも反映しています。それはジェンダーに関するポリティカルコレクト

ネス（PC）として、人々が守るべき社会的規範や倫理にもなっています。それに疎い

人（特に男性や高齢者）が、PC に反する発言や行動をして、社会的な非難を浴び、

公の場から姿を消すことも多いと思います。ジェンダーに関する考え方の変遷と、現

代におけるジェンダーの PC の内容に関して教えて下さい。具体的なことも知りたいと

思います。たとえば男が女性を「美しさ」という観点から評価したり、褒めたりすること

は、PC に牴触することなのでしょうか（個人的に思う、親しい間で個人的に言う、公の

場で言うなど関係や状況にもよると思いますが） 

ChatGPT:の回答 

ご質問ありがとうございます。ジェンダーに関する考え方は、確かに時代とともに大き

く変化してきました。特に 20 世紀後半からのフェミニズム運動やジェンダー研究の発

展、さらには SNS 時代におけるポリティカル・コレクトネス（PC）の浸透により、「男／

女」という性別観だけでなく、それに紐づく社会的期待や表現のあり方も見直されてき

ています。 

 

1. ジェンダーに関する考え方の変遷 

◉ 第一波フェミニズム（19〜20 世紀初頭） 

• 女性参政権運動など、法的な平等を求める運動が中心。 

• 「女も男と同じように人権を持つべきだ」という主張。 

◉ 第二波フェミニズム（1960〜1980 年代） 

• 職場・家庭・メディアにおける性差別や、女性の性的自己決定権の主張。 

• 「女性は家庭にいるべき」といった性別役割への批判が本格化。 



◉ 第三波フェミニズム（1990 年代〜） 

• 人種、階級、セクシュアリティなどの交差性（インターセクショナリティ）を重視。 

• 「女性」というカテゴリーの中にも多様性があるとされる。 

◉ 現代の潮流（第四波とも） 

• SNS やオンライン空間を通じたジェンダー問題への即時的な反応。 

• #MeToo 運動などに象徴されるように、セクハラや性暴力、ミソジニー（女性蔑

視）への批判が高まり、加害言動に厳しくなっている。 

 

2. 現代におけるジェンダーのポリティカル・コレクトネス

（PC） 

PC とは、差別や偏見を助長しないために、言葉や行動に配慮を求める社会的規範

のことです。ジェンダーに関しては、以下のような点が重視されます。 

◉ PC の例 

項目 具体例 PC 上の問題点 

呼称 「女医さん」「女流作家」 
男性が基準になっており、女性を特別視してい

る。 

役割

期待 

「女性は優しい」「男は泣く

な」 
ステレオタイプによる固定観念の押しつけ。 

外見

評価 

「彼女は美人だね」「今日は

セクシーだね」 

意図が善意でも、容姿による評価は職場や公の

場では不適切とされがち。 

ジョー

ク 
「女は運転が下手」など 

性差別的な固定観念の強化とされ、批判の対象

に。 

 

3. 「美しさ」について言及するのは PC に反するのか？ 



この問いは非常に興味深く、まさに状況や関係性によって評価が変わります。以下に

整理してみます。 

◉ A. 公の場で「美しさ」を評価する場合 

• たとえば職場の会議、授賞式、講演などのフォーマルな場で、男性が女性の

外見（美しさ）を褒めると、「性別によって人を評価している」と捉えられ、PC に

反するとされがちです。 

• 実績や能力よりも容姿に注目することは、相手を「装飾物」として扱うこととみ

なされる場合もあります。 

◉ B. 親しい関係（友人、恋人など）の間での発言 

• 互いの信頼関係があり、相手が「嬉しい」と感じている場合は PC 違反とはさ

れません。 

• ただし、関係が曖昧な場合や、職場での上司・部下関係では、意図に関わら

ず不快感を生むことがあり得ます。 

◉ C. 個人的に「思う」だけで口にしない場合 

• 思うこと自体は自由ですが、それを「どこで」「誰に」「どういう文脈で」言うかに

よって、評価が変わります。 

   キーポイント 

• 相手の立場と関係性、場の文脈に配慮することが大切。 

• 外見の評価よりも、行動・発言・成果への敬意を表する方が PC 的には安全。 

 

4. 社会的制裁（キャンセル・カルチャー）との関係 

• 昨今では、芸能人や政治家などが「何気ない一言」で SNS などで炎上し、活

動停止や辞任に追い込まれることもあります。 

• 特に高齢の男性が、時代にそぐわない価値観を悪気なく発言してしまい、批判

されることが多いのはそのためです。 



 

まとめ 

• ジェンダーに関する考え方は、法や制度だけでなく、日常的な言動レベルの規

範としても変化しています。 

• 特に「他者をどう見るか・語るか」が問われるようになり、従来の「男性→女性

への評価的視線」は再検討を迫られています。 

• 美しさを褒めること自体が悪ではありませんが、状況・関係性・文脈に対する

敏感さが求められています。 

必要であれば、典型的な失言例や、外国（例：アメリカやフランス）でのジェンダーPC

との比較もご紹介できます。ご希望があればお知らせください。 

質問２ 

外国（例：アメリカやフランス）でのジェンダーPC との比較、をお願いします。典型的な

失言例も教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

ありがとうございます。それでは、アメリカ・フランス・日本のジェンダーに関するポリテ

ィカル・コレクトネス（PC）の比較と、典型的な失言例を紹介します。 

 

【1】アメリカ・フランス・日本のジェンダーPC の比較 

観点 アメリカ フランス 日本 

ジェンダ

ーPC

の浸透

度 

非常に高い。特に大学・メ

ディア・ビジネス界では徹

底されている。 

形式的には整備されてい

るが、表現の自由とのせ

めぎ合いあり。 

近年急速に意識され

始めたが、全体には

遅れている。 

美しさ

や容姿

の言及 

公の場では極めて慎重。

容姿を褒めるのはハラス

メントとされる場合もある。 

美的表現に寛容な文化も

あるが、権力関係下では

アウト。 

一般的に容姿を褒

める文化は残ってい



観点 アメリカ フランス 日本 

るが、若年層では拒

否反応も。 

性別役

割に関

する発

言 

「男はこうあるべき」「女は

こうすべき」は即炎上対

象。 

文化的に男女の違いを語

る傾向あり。ただし若年層

は敏感。 

中高年男性ではステ

レオタイプが根強く、

たびたび問題に。 

キャン

セルカ

ルチャ

ー 

強い。SNS 上の批判が

即、社会的制裁に。 

公的制裁よりも「風刺」や

議論で応酬される傾向。 

SNS 炎上はあるが、

謝罪しても復帰でき

る余地が比較的あ

る。 

言葉の

自主規

制 

「he/she」を避け、「they」

を使うなど中立表現の工

夫が進む。 

フランス語の性別語尾問

題で「包括語（écriture 

inclusive）」を巡り議論中。 

表記や言い回しへの

意識は高まりつつあ

るが対応が一部。 

 

【2】典型的な失言例（各国から） 

◉ アメリカの例 

• 「She’s too pretty to be a scientist.（彼女は科学者にしては美しすぎる）」 

 → 容姿で専門性を否定する発言として炎上。 

• ハーヴェイ・ワインスタイン事件以降、職場で「綺麗ですね」と言うだけでも、相

手が不快に感じたらセクハラ認定の対象になることがある。 

◉ フランスの例 

• 元首相フランソワ・フィヨンが「女性は家庭で子育てに集中するべき」と発言し

て批判。 

• 作家ヤニック・ハネックが「女は化粧してこそ女性だ」的なコラムを書いて論争

に。 

フランスでは「美」や「恋愛」に関する発言が許容される文化もあるが、権力関係が絡

むと即アウトになる。例えば、上司が部下の服装を褒めるだけでも非難される。 

◉ 日本の例 



• 森喜朗・元五輪組織委員会会長：「女性は話が長い」発言で辞任に追い込ま

れる（2021 年）。 

• バラエティ番組で芸人が女性タレントに「だから結婚できないんだよ」などと発

言して炎上。 

 

【3】文化の背景による違い 

文化的

特徴 
影響する考え方 

アメリカ 
「差別＝構造的暴力」とみなし、過去の人種・性差別の反省から PC が強く

浸透。 

フランス 
「表現の自由」重視の伝統あり。性に関しても文学的・芸術的価値が重視さ

れるが、若者を中心にフェミニズムが台頭。 

日本 
「和」や「空気」の文化で、名指し批判は少なかったが、SNS での可視化に

より PC 意識が高まる傾向。 

 

【4】現代において注意すべきこと 

• 容姿・性別・恋愛・家庭に関する言及は、特に上下関係や公的な場では避け

るのが無難。 

• 「親しさ」があると思っていても、相手が同じように感じていなければトラブルの

火種になる。 

• 批判された場合、「昔は普通だった」という言い訳は通用しないことが多い。 

 

【補足】代替的な表現の工夫（例） 

言い換え前 言い換え後 

「女性らしくて素敵」 「その雰囲気が魅力的ですね」 

「男は強くなきゃ」 「誰にでも弱さはあるよね」 



言い換え前 言い換え後 

「女のくせに〇〇」 ×（そもそも性別に絡めない） 

 

ご希望があれば、学校や企業での研修で使われる「ジェンダーに関する注意表現一

覧」や、「国際会議で避けるべき表現マニュアル」も紹介可能です。必要に応じてお知

らせください。 

質問３ 

イギリスと韓国のジェンダーに関する PC に関しても教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

ありがとうございます。では、**イギリスと韓国のジェンダーに関するポリティカル・コ

レクトネス（PC）**について、それぞれの文化的背景と実際の状況、特徴的な点、注

意すべき発言や動向を含めて整理します。 

 

◆ イギリスのジェンダーPC：歴史的背景と現在 

◎ 概要 

• イギリスではフェミニズム運動の歴史が長く、1970 年代の「女性解放運動」か

ら、現在では LGBTQ+を含む「インクルーシブなジェンダー観」へと進化してい

ます。 

• 公教育、行政、メディアでは、ジェンダーに関する配慮が明文化・制度化され

ている。 

◎ 特徴 

• 「gender-neutral language（ジェンダー中立的表現）」が強く推進されている。 

• 小学校教育でも性別固定観念を避ける指導（例：「boys don't cry」の否定）を

行っている。 

• トランスジェンダーやノンバイナリーの人々に配慮した呼称（they/them の使

用など）も一般化。 



◎ 代表的な失言例（炎上事例） 

• 政治家が「women who were born female（生まれつき女性の女性）」という言い

方をして、トランス女性を排除していると批判された（J.K.ローリングの問題発

言が代表的）。 

• 「nurse＝女性」「engineer＝男性」とするようなイメージ広告にクレームが殺

到。 

◎ 現在の論点 

• トランスジェンダーをめぐる表現や権利保障をめぐって、フェミニストの間でも

対立がある（トランス排除的急進派フェミニズム＝TERF の議論）。 

 

◆ 韓国のジェンダーPC：急激な変化と強い対立 

◎ 概要 

• 韓国では伝統的な儒教的家父長制が長く残っていたが、2000 年代以降、若

い世代を中心にフェミニズム運動が拡大。 

• しかし同時に、男性の反発（反フェミ）も非常に強く、社会的な**「ジェンダー戦

争」**のような構図が生まれている。 

◎ 特徴 

• 若年層（特に 20 代女性）には高いジェンダー意識があり、SNS を中心に発信

が活発。 

• 政治家や芸能人の言動に対する監視が強く、過去の発言が掘り起こされて炎

上するケースが多い。 

• ただし、ジェンダー平等教育はまだ十分には浸透していない。 

◎ 代表的な失言例・炎上例 

• BTS のメンバーが以前「女性は料理が得意」といった内容の発言をしたとして

批判。 

• 有名男性俳優が過去に「女性は感情的になりやすい」などとインタビューで語

ったことが SNS で再炎上。 



• 一部企業が女性だけに「美を磨こう」という社内研修を実施→性差別だと炎

上。 

◎ 現在の論点 

• 男女徴兵制の不平等（男性のみ徴兵）をめぐって、男性の「逆差別」意識が強

まり、フェミニズムへの反感が広がっている。 

• ネット掲示板ではフェミニズムを敵視する投稿も多く、女性差別と反フェミの応

酬が過激化。 

 

◆ 比較まとめ（イギリス・韓国・日本） 

観点 イギリス 韓国 日本 

歴史

的背

景 

フェミニズムの積み重ね

が長く、制度整備が進ん

でいる。 

伝統的家父長制から急

速な意識改革へ。ただし

対立が強い。 

徐々に意識され始めた段

階。制度面では後発。 

教育

での

扱い 

ジェンダー平等・中立表

現を初等教育から導入。 

一部学校でフェミ教育が

導入されているが、家庭

や社会との乖離あり。 

一部の教科書に性別役

割への配慮あり。浸透度

は低め。 

言葉

への

配慮 

they/them などの中立

語、性別を避けた表現。 

表現よりもイデオロギー

対立が先鋭化。PC 的表

現はまだ発展途上。 

男女別呼称（女子力、女

医など）に対して違和感

が言語化されつつある。 

炎上

のリ

スク 

高い（特にトランス排除、

性別固定観念）。 

非常に高い（過去発言で

も再炎上）。 

徐々に高まりつつある

が、謝罪後の復帰が容

易。 

 

◆ 補足：どこでも共通していること 

• 上下関係や職場・学校などの公的な場での発言は、特に慎重さが求められ

る。 

• 「ジェンダーの本質」を語るような発言（例：男は××、女は××）は、どの国で

も炎上リスクがある。 



• 若年層ほどジェンダーに敏感で、ネット上の発言が即座に拡散される時代に

なっている。 

 

さらに詳しいテーマ（例：教育現場における対応、LGBTQ+に関する法制度、広告やメ

ディア表現の変化）などについてご希望があれば、続けてお答えします。 

質問４ 

 

教育現場における対応、LGBTQ+に関する法制度、広告やメディア表現の変化につ

いても、教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

承知しました。以下では、イギリス・韓国・日本の 3 カ国を対象に、以下の 3 つの視点

から、ジェンダーと LGBTQ+に関する対応の違いと特徴を具体的にまとめます。 

 

【1】教育現場における対応 

項目 イギリス 韓国 日本 

性教育の

内容 

幼少期から「ジェンダーの

多様性」「性的指向の違

い」を学ぶ。 

高校で簡単に触れら

れる程度が主流。教

師による対応の差が

大きい。 

教科書では言及され

始めたが、実際の指

導は限定的。 

LGBTQ+の

扱い 

LGBTQ+当事者の視点を

取り入れた教材や教員研

修あり。 

「偏見をなくそう」とい

う道徳的立場が中

心。個別対応が難し

い。 

教科書での扱いは進

むが、現場の理解・対

応力は地域差が大き

い。 

制服・更衣

室対応 

性自認に応じて制服選択

可（スカート or ズボン）。ユ

ニセックス制服も普及中。 

一部学校で選択可能

だが、社会的な抵抗

が強い。 

制服選択が可能な学

校も出てきたが、まだ

少数。 



項目 イギリス 韓国 日本 

いじめ対応 

性的少数者へのいじめは

「差別」として明確に扱わ

れ、法的・行政的対応あ

り。 

「性的いじめ」として

報告されるが、教員

の理解に課題。 

教員研修では扱われ

るようになってきた

が、学校間の温度差

が大きい。 

    補足：イギリスでは公立校に LGBTQ+サポートスタッフが配置されることもありま

す。韓国・日本では、個々の教員の理解と裁量に委ねられる傾向が強いです。 

 

【2】LGBTQ+に関する法制度・行政対応 

観点 イギリス 韓国 日本 

同性婚 合法（2014 年〜） 
非合法（議論はあるが

進まず） 

非合法（同性パートナ

ーシップ制度は一部自

治体で導入） 

差別禁止

法 

「平等法（Equality Act 

2010）」で性自認・性的

指向に基づく差別を禁

止。 

LGBTQ+を明記した包

括的な差別禁止法は

未成立。 

同様に未成立。国レベ

ルでは性的指向に基づ

く保護なし。 

性別変更

要件 

GRC（性別認識証明書）

で法的性別変更可能。

外科手術要件はなし。 

手術要件あり。精神鑑

定など厳しい条件付

き。 

手術要件あり。戸籍変

更には「生殖不能」が

求められる（国際的に

批判あり）。 

LGBTQ+の

公的支援 

NHS で性別違和への医

療支援あり。自治体によ

る相談窓口も多数。 

NGO が主導。公的支

援は限定的。政治的

には抵抗感が根強

い。 

地方自治体レベルでは

支援あり。国の制度は

未整備。文科省が通知

を出す程度。 

    イギリスは世界でも最も制度整備が進んだ国の一つ。日本と韓国は「自治体レ

ベルでの取り組み」が主で、国家制度の整備は遅れているのが現状です。 

 



【3】広告・メディア表現の変化 

観点 イギリス 韓国 日本 

CM・広告

での多様

性表現 

同性カップルやトラ

ンスジェンダーの登

場が一般的。 

LGBTQ+を扱う広告は増

加傾向も、批判的な声も

多い。 

民間広告に同性カップル

を登場させる例が増えた

が、炎上も多い。 

ドラマ・映

画の表現 

Netflix 作品などでは

多様性がスタンダー

ド。 

ボーイズラブやガールズ

ラブが人気だが、リアル

LGBTQ とは別扱いされ

がち。 

アニメやドラマで LGBTQ

テーマが増加。社会問題

として扱う番組も。 

企業のキ

ャンペー

ン 

プライド月間に企業

が積極的に支援を

表明（レインボーロ

ゴなど）。 

一部の大手企業が支援

表明。だが消費者の反発

もあり慎重。 

グローバル企業（ユニク

ロ、資生堂など）は発信増

加。国内企業はまだ様子

見が多い。 

炎上事例 

ステレオタイプ的描

写（例：ゲイ男性＝

女性的）が批判され

る。 

男性らしさ・女性らしさを

強調した広告に対して炎

上するケースも。 

CM での「女はかわいく」

「男は頼れる」的表現に違

和感の声が増加。 

 

総合まとめ 

項目 イギリス 韓国 日本 

制度整

備 

◎（世界有数の先進

国） 

△（市民運動は活発

だが制度は遅れ） 

△（自治体主導で国の制度は不

十分） 

社会的

意識 

高く、職場・学校でも

浸透 

若者と高齢者の間で

強い意識差 

若者に徐々に広がるが、世代・

地域でばらつき大 

PC 文

化 

強い。違反発言は即

時に批判される 

強いが、反動も大きく

「両極化」傾向 

SNS や学生を中心に高まる。中

高年層との断絶が目立つ 

 

✳ ご参考リンク（必要に応じて） 

• イギリス政府「Equality Act 2010」 



• 韓国の LGBTQ+団体「Chingusai（친구사이）」 

• 日本文部科学省「性的マイノリティへの配慮についての通知」（2015 年以降） 

 

必要であれば、それぞれの国の教科書の記述内容や自治体ごとの支援制度の比較

表、あるいは生徒・学生向けのワークショップ事例も提供可能です。どこを深掘りした

いかお知らせいただければ、対応いたします。 

質問５ 

教育現場における対応、LGBTQ+に関する法制度、広告やメディア表現の変化につ

いても、教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

承知しました。以下では、イギリス・韓国・日本の 3 カ国を対象に、以下の 3 つの視点

から、ジェンダーと LGBTQ+に関する対応の違いと特徴を具体的にまとめます。 

 

【1】教育現場における対応 

項目 イギリス 韓国 日本 

性教育の

内容 

幼少期から「ジェンダーの

多様性」「性的指向の違

い」を学ぶ。 

高校で簡単に触れら

れる程度が主流。教

師による対応の差が

大きい。 

教科書では言及され

始めたが、実際の指

導は限定的。 

LGBTQ+の

扱い 

LGBTQ+当事者の視点を

取り入れた教材や教員研

修あり。 

「偏見をなくそう」とい

う道徳的立場が中

心。個別対応が難し

い。 

教科書での扱いは進

むが、現場の理解・対

応力は地域差が大き

い。 

制服・更衣

室対応 

性自認に応じて制服選択

可（スカート or ズボン）。ユ

ニセックス制服も普及中。 

一部学校で選択可能

だが、社会的な抵抗

が強い。 

制服選択が可能な学

校も出てきたが、まだ

少数。 



項目 イギリス 韓国 日本 

いじめ対応 

性的少数者へのいじめは

「差別」として明確に扱わ

れ、法的・行政的対応あ

り。 

「性的いじめ」として

報告されるが、教員

の理解に課題。 

教員研修では扱われ

るようになってきた

が、学校間の温度差

が大きい。 

    補足：イギリスでは公立校に LGBTQ+サポートスタッフが配置されることもありま

す。韓国・日本では、個々の教員の理解と裁量に委ねられる傾向が強いです。 

 

【2】LGBTQ+に関する法制度・行政対応 

観点 イギリス 韓国 日本 

同性婚 合法（2014 年〜） 
非合法（議論はあるが

進まず） 

非合法（同性パートナ

ーシップ制度は一部自

治体で導入） 

差別禁止

法 

「平等法（Equality Act 

2010）」で性自認・性的

指向に基づく差別を禁

止。 

LGBTQ+を明記した包

括的な差別禁止法は

未成立。 

同様に未成立。国レベ

ルでは性的指向に基づ

く保護なし。 

性別変更

要件 

GRC（性別認識証明書）

で法的性別変更可能。

外科手術要件はなし。 

手術要件あり。精神鑑

定など厳しい条件付

き。 

手術要件あり。戸籍変

更には「生殖不能」が

求められる（国際的に

批判あり）。 

LGBTQ+の

公的支援 

NHS で性別違和への医

療支援あり。自治体によ

る相談窓口も多数。 

NGO が主導。公的支

援は限定的。政治的

には抵抗感が根強

い。 

地方自治体レベルでは

支援あり。国の制度は

未整備。文科省が通知

を出す程度。 

    イギリスは世界でも最も制度整備が進んだ国の一つ。日本と韓国は「自治体レ

ベルでの取り組み」が主で、国家制度の整備は遅れているのが現状です。 

 



【3】広告・メディア表現の変化 

観点 イギリス 韓国 日本 

CM・広告

での多様

性表現 

同性カップルやトラ

ンスジェンダーの登

場が一般的。 

LGBTQ+を扱う広告は増

加傾向も、批判的な声も

多い。 

民間広告に同性カップル

を登場させる例が増えた

が、炎上も多い。 

ドラマ・映

画の表現 

Netflix 作品などでは

多様性がスタンダー

ド。 

ボーイズラブやガールズ

ラブが人気だが、リアル

LGBTQ とは別扱いされ

がち。 

アニメやドラマで LGBTQ

テーマが増加。社会問題

として扱う番組も。 

企業のキ

ャンペー

ン 

プライド月間に企業

が積極的に支援を

表明（レインボーロ

ゴなど）。 

一部の大手企業が支援

表明。だが消費者の反発

もあり慎重。 

グローバル企業（ユニク

ロ、資生堂など）は発信増

加。国内企業はまだ様子

見が多い。 

炎上事例 

ステレオタイプ的描

写（例：ゲイ男性＝

女性的）が批判され

る。 

男性らしさ・女性らしさを

強調した広告に対して炎

上するケースも。 

CM での「女はかわいく」

「男は頼れる」的表現に違

和感の声が増加。 

 

総合まとめ 

項目 イギリス 韓国 日本 

制度整

備 

◎（世界有数の先進

国） 

△（市民運動は活発

だが制度は遅れ） 

△（自治体主導で国の制度は不

十分） 

社会的

意識 

高く、職場・学校でも

浸透 

若者と高齢者の間で

強い意識差 

若者に徐々に広がるが、世代・

地域でばらつき大 

PC 文

化 

強い。違反発言は即

時に批判される 

強いが、反動も大きく

「両極化」傾向 

SNS や学生を中心に高まる。中

高年層との断絶が目立つ 

 

✳ ご参考リンク（必要に応じて） 

• イギリス政府「Equality Act 2010」 



• 韓国の LGBTQ+団体「Chingusai（친구사이）」 

• 日本文部科学省「性的マイノリティへの配慮についての通知」（2015 年以降） 

 

必要であれば、それぞれの国の教科書の記述内容や自治体ごとの支援制度の比較

表、あるいは生徒・学生向けのワークショップ事例も提供可能です。どこを深掘りした

いかお知らせいただければ、対応いたします。 

質問 ６: 

ジェンダーの PC に関する反発もあると思いますが、それに関して、アメリカ、イギリ

ス、日本の場合に関して教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

はい、ご指摘のとおり、ジェンダーに関するポリティカル・コレクトネス（PC）には支持

だけでなく、各国でさまざまな反発も生じています。 

特に、表現の自由や伝統的価値観との衝突が反発の主要な要因です。以下、アメリ

カ・イギリス・日本の 3 国における反発の特徴と背景、代表的な議論や社会的現象を

整理してご説明します。 

 

◆ 1. アメリカ：PC と「表現の自由」の緊張関係 

◎ 反発の背景 

• PC 文化が進みすぎた結果、「言葉狩り」や「自由な議論の萎縮」が起きている

との批判。 

• 保守派を中心に「文化的マルクス主義」や「woke culture」（過剰な覚醒意識）

への反発が広がっている。 

◎ 代表的な反発や動き 



現象 内容 

キャンセル・カ

ルチャー批判 

有名人が些細な発言で社会的に抹殺される「cancel culture」に対す

る反発。保守派や一部のリベラル知識人も「過剰」と指摘。 

トランスジェン

ダーを巡る対

立 

トランス女性のスポーツ参加をめぐり、「生物学的男性が女子競技

に参加すべきではない」との意見が広がり、PC 派との対立が先鋭

化。 

共和党による

規制提案 

一部の州では「学校での性教育・ジェンダー教育を制限する法案」

（例：フロリダ州の“Don’t Say Gay”法）が成立。 

◎ 文化的構図 

• 左派：多様性と包摂を推進（ジェンダーPC 支持） 

• 右派：伝統・宗教・表現の自由を重視（ジェンダーPC 批判） 

 

◆ 2. イギリス：トランス問題を中心としたフェミニズム内

部の分裂 

◎ 反発の背景 

• イギリスでは、フェミニズムの中からも PC への批判が起きており、特にトラン

スジェンダーの権利と「女性」の権利の衝突が顕著。 

• 「女性専用空間」や「スポーツ」に関する論争が社会的に注目されている。 

◎ 代表的な論争 

人物・事件 内容 

J.K.ローリ

ング問題 

トランス女性に対する発言が「トランス排除的」とされ炎上。ローリングは

「生物学的女性の権利の擁護」と主張。 

TERF 論争 

“Trans-Exclusionary Radical Feminist”（トランス排除的ラディカルフェミ

ニスト）というレッテルを巡って、フェミニズム内部でも分裂が起きてい

る。 

◎ 教育・公共機関での反発 



• 教師や学生の中に「言葉の選び方を細かく注意され、自由な討論ができない」

という不満。 

• 特定の語（e.g. “mother” → “birthing person”）の言い換えが行き過ぎと感じる

声も。 

 

◆ 3. 日本：PC の浸透が浅いための「違和感」と「反発」 

◎ 反発の背景 

• PC 自体が比較的新しく、「外国の価値観を無理に押しつけられている」と感じ

る層が多い。 

• 昔からの「男女の役割観」や美意識（例：「女子力」「かわいさ」）に愛着を持つ

人も多く、違和感が強い。 

◎ よく見られる反応・反発 

パターン 内容 

「男らしさ・女らし

さ」擁護論 

「男は泣くな」「女は愛嬌」などの価値観を否定する動きに対し、

「そうした文化にも良さがある」との声。 

SNS での炎上へ

の反発 

テレビ出演者や一般人の発言が炎上し、それを「言葉狩り」と捉

える反応も多い。 

政治家の開き直り

発言 

森喜朗氏の失言に対し、「昔は普通だった」「本音を言っただけ」

と擁護する声も一定数存在。 

◎ 特徴的な傾向 

• 中高年層を中心に「なぜそれが差別なのか分からない」という声が根強い。 

• 一方、若年層（特に都市部）では PC に敏感な層が増え、世代間ギャップが顕

著。 

 

◆ 各国の PC 反発のまとめ 



観点 アメリカ イギリス 日本 

主要な反

発源 

保守派による「自由

への侵害」批判 

フェミニズム内部でのト

ランス排除論争 

PC に対する「理解不足」

や「文化的違和感」 

表現の自

由との関

係 

強く結びつき、政治対

立の焦点に 

左右問わず、言語表現

の変更に対する抵抗あ

り 

表現の自由よりも、「常識」

「世間体」に基づいた反発

が多い 

主な議論

のテーマ 

トランス問題、キャン

セルカルチャー、教育

規制 

女性専用空間、語彙の

言い換え、TERF 問題 

男女役割、美的表現、発

言の自由 vs 炎上文化 

 

◆ 補足：反発をどう受け止めるべきか？ 

• PC の目的は「多様な人々が傷つかずに共生できる社会を作ること」ですが、

それが「ルールの強制」「過剰な規制」と感じられると反発が起こります。 

• 真の共生には、**一方的な批判ではなく、対話的な理解促進（リテラシー教

育）**が重要です。 

 

必要であれば、PC 教育に関する各国の教育政策や、大学・高校で行われているジェ

ンダーリテラシー教育の事例などもお伝えできます。ご希望があれば続けてご案内し

ます。 

質問７ 大学・高校で行われているジェンダーリテラシー教育の事例を教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

大学・高校でのジェンダーリテラシー教育は、国や地域、教育機関の方針によって多様ですが、以

下では主にアメリカ、イギリス、日本の代表的な事例を紹介します。 

🇺🇸 アメリカの事例 

1. 大学での事例 

カリフォルニア大学（UC）系列 



UC システムの多くのキャンパスでは、「Gender Studies」や「Queer Studies」が正規カリキュラ

ムに組み込まれており、初年次向けに「多様性とアイデンティティ」などの一般教養科目が設けら

れています。→ トピック例：トランスジェンダーの権利史、ジェンダーと言語、メディアと性表現な

ど。 

性の多様性研修（Mandatory Training） 

一部の州立大学では、LGBTQ+に関する「ハラスメント防止」「インクルーシブ・キャンパス作り」の

ためのオンライン研修が全学生・教職員に義務付けられています。 

2. 高校での事例 

カリキュラム改革（例：カリフォルニア州） 公立高校では、LGBTQ+の歴史やジェンダーに関する

内容を社会科・公民の授業に組み込み、性的少数者の公民権運動や、ストーンウォールの反乱

なども教材に含めています。 

🇬🇧 イギリスの事例 

1. 大学での事例 

「Decolonizing the Curriculum」運動 ジェンダーや性的マイノリティの視点を取り入れることが、

カリキュラムの脱植民地化の一環として推進されています。→ たとえば、ケンブリッジ大学では文

学や歴史の授業で、女性・クィア作家や視点を取り上げることが強化されています。 

Gender and Sexuality Studies 多くの大学に学際的なプログラムが存在し、専攻・副専攻として

履修可能です。 

2. 高校での事例 

PSHE（Personal, Social, Health and Economic education） 2019 年から、セクシャルヘルス・

リレーションシップ教育が義務化され、LGBTQ+に関する内容も明記されました。→ 教師は「性の

多様性を尊重する姿勢」「ジェンダー固定観念を問い直す力」などを指導します。 

🇯🇵 日本の事例 

1. 大学での事例―お茶の水女子大学・東京大学などで、ジェンダー研究科やセンターが設置さ

れ、正規授業として「ジェンダー論」「セクシュアリティ論」「フェミニズム思想史」などが行われてい

ます。 



学内施策としての対応―・トイレの多様化（男女共用・誰でもトイレ） ・氏名や性別の呼称の尊重

（トランスジェンダー学生への配慮） ・LGBTQ+学生団体との連携、差別防止ガイドライン策定な

ど。 

2. 高校での事例 

授業内容の拡充（先進的自治体）―東京都、神奈川県など一部自治体の公立高校では、性の多

様性をテーマにした道徳・公民・保健体育の授業が行われ始めています。→ 例：「LGBT 理解推

進週間」などでのワークショップや外部講師の招致。 

教員研修の実施―教職員を対象に、性の多様性理解に関する研修を義務化または推奨している

教育委員会も増加。 

共通する特徴と課題 

観点         アメリカ         イギリス         日本 

教育の制度化 強い（州ごとに義務）  法制化済み 地域差大きい 

大学の取り組み 学問領域が確立 カリキュラムの改革 限定的だが拡大中 

高校レベル 歴史・公民・保健などで導入 PSHE で一元的指導 一部の先進自治体のみ 

課題 保守層との対立／文化戦争化 一部親の反発 社会全体の理解不足、教員の戸惑い 

関心があれば、教材の具体例や、生徒の反応、外部団体との連携事例（例：ReBit、にじいろ学校

など）も紹介できます。 

 

質問 

ジェンダーPC に関する多くの質問に丁寧に答えて下さりありがとうございました。大

変勉強になりました。 

ChatGPT:の回答 

どういたしまして。そう言っていただけて光栄です。 

ジェンダーPC（ポリティカル・コレクトネス）は、時に議論を巻き起こすテーマですが、そ

れだけに社会の価値観の変化や葛藤、そして教育の意義を深く考えるきっかけにな

ります。多角的に比較しながら検討する姿勢は、とても大切なことです。 



もし今後、「大学でのカリキュラム化の進展状況」「ジェンダーに関する国際的なガイド

ライン（例：UNESCO や OECD）」「教育政策への影響」など、さらに深堀りしたいテー

マがあれば、いつでもお手伝いします。 

また、具体的な教育資料・授業実践例・教材の紹介なども可能です。 

どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。 

 


